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 (2) 連結財政状態  (3) 連結キャッシュ・フローの状況   

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）売上高 営業利益 経常利益 当期純利益百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％26年3月期 88,946 2.2 15,872 8.6 15,521 8.9 9,735 8.325年3月期 87,054 △1.1 14,611 △3.7 14,250 △3.7 8,991 8.6（注）包括利益 26年3月期 10,197百万円 （△1.7％） 25年3月期 10,377百万円 （20.6％）1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり当期純利益 自己資本当期純利益率 総資産経常利益率 売上高営業利益率円 銭 円 銭 ％ ％ ％26年3月期 114.14 ― 14.5 14.4 17.825年3月期 103.30 ― 14.0 13.3 16.8（参考） 持分法投資損益 26年3月期 ―百万円 25年3月期 ―百万円総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産百万円 百万円 ％ 円 銭26年3月期 106,465 68,096 64.0 805.8925年3月期 108,911 66,578 61.1 771.10（参考） 自己資本 26年3月期 68,096百万円 25年3月期 66,578百万円営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高百万円 百万円 百万円 百万円26年3月期 13,663 △2,135 △10,992 17,45725年3月期 11,729 △6,792 △5,867 16,9202. 配当の状況 
 年間配当金 配当金総額（合計） 配当性向（連結） 純資産配当率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％25年3月期 ― 22.00 ― 22.00 44.00 3,799 42.6 6.026年3月期 ― 24.00 ― 24.00 48.00 4,070 42.1 6.127年3月期(予想) ― 27.00 ― 27.00 54.00 42.63. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭第2四半期(累計) 44,200 1.1 7,900 7.4 7,700 6.8 5,000 8.7 59.17通期 91,400 2.8 16,800 5.8 16,400 5.7 10,700 9.9 126.63



※ 注記事項 (1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 (2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 (3) 発行済株式数（普通株式） ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有② ①以外の会計方針の変更  ： 無③ 会計上の見積りの変更  ： 無④ 修正再表示  ： 無① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期 101,879,461 株 25年3月期 101,879,461 株② 期末自己株式数 26年3月期 17,380,750 株 25年3月期 15,537,710 株③ 期中平均株式数 26年3月期 85,295,341 株 25年3月期 87,042,910 株※ 監査手続の実施状況に関する表示  この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表に対する監査手続が実施中であります。 ※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績・財政状態に関する分析（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析 
 
（１）経営成績に関する分析 

当社グループの当連結会計年度の業績は、売上高は 88,946 百万円(対前年同期比 2.2％増)、営業利

益は 15,872 百万円(対前年同期比 8.6％増)、経常利益は 15,521 百万円(対前年同期比 8.9％増)、当期

純利益は 9,735 百万円(対前年同期比 8.3％増)となりました。 
 

   セグメントの業績は、次のとおりであります。 
① 薬業 

医薬品・医療機器につきましては、関節機能改善剤「アルツ」はほぼ横ばいでしたが、癒着防止吸

収性バリア「セプラフィルム」、後発医薬品が売上を伸ばしました。慢性動脈閉塞症治療剤「プロサイ

リン」、経皮吸収型鎮痛消炎貼付剤「アドフィード」は減収となりました。 
農業薬品につきましては増収となりました。 
その結果、売上高は 86,483 百万円(対前年同期比 2.2％増)、セグメント利益(営業利益)は 14,427 百

万円(対前年同期比 9.0％増)となりました。 
なお、海外売上高は 5,031 百万円となりました。 

② 不動産事業 
不動産事業の主たる収入は文京グリーンコート関連の賃貸料であります。売上高は 2,463 百万円(対

前年同期比1.1％増)、セグメント利益(営業利益)は1,445百万円(対前年同期比5.4％増)となりました。 
 

（次期の見通し） 
次期の業績につきましては、堅調な「アルツ」のほか「セプラフィルム」「リピディル」の伸長に加

え後発医薬品も寄与し、増収増益を見込んでおります。連結売上高は91,400百万円、営業利益は16,800
百万円、経常利益は 16,400 百万円、当期純利益は 10,700 百万円を見込んでおります。 
 

（２）財政状態に関する分析 
① 資産、負債及び純資産の状況 

         当連結会計年度末における総資産は 106,465 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 2,446 百万円

の減少となりました。これは主に、売掛金の減少によるものであります。負債は 38,368 百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ 3,964 百万円の減少となりました。これは主に、短期借入金の返済によ

るものであります。また、純資産は 68,096 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,518 百万円の

増加となりました。これは主に、利益剰余金の増加によるものであります。 
② キャッシュ・フローの状況 

            当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末に比

べ 536 百万円増加の 17,457 百万円となりました。なお、当連結会計年度におけるキャッシュ・フロ

ーの状況と主な要因は次のとおりであります。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
   営業活動により増加した資金は 13,663 百万円となりました。これは主に、税金等調整前当期純利

益によるものであります。 
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
         投資活動の結果支出した資金は 2,135 百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得によ

るものであります。 
     （財務活動によるキャッシュ・フロー） 
         財務活動の結果支出した資金は 10,992 百万円となりました。これは主に、短期借入金の返済と配

当金の支払によるものであります。 
 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

          平成 22 年３月期 平成 23 年３月期 平成 24 年３月期 平成 25 年３月期 平成 26 年３月期 

 自己資本比率 （％） 62.6   61.3   59.1   61.1   64.0   

 時価ベースの自己資本比率 （％） 77.9   92.4   87.7   136.7   129.5   

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） 77.0   63.8   81.6   71.5   30.7   

 インタレスト・カバレッジ・レシオ  （倍） 113.1   179.0   145.5   179.1   303.6   

    自己資本比率：自己資本／総資産 

    時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

    キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

    インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

    ※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。    

    ※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。                                                                   

※営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用 

      しております。 

    ※有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象として 

      おります。          

    ※利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。    
 
 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、株主に対する継続的な利益還元を重要な経営目標と位置づけております。 
他産業に比べ事業リスクの高い医薬品産業におきましては、より充実した自己資本が求められます

が、当社は株主還元とのバランスに配慮しながら、業績水準に応じた柔軟な配当政策をとっておりま

す。内部留保は研究開発と営業基盤整備へ重点投資し、企業価値の最大化をはかってまいります。 
また、当社の剰余金の配当は中間配当及び期末配当の年 2 回を基本とし、中間配当の決定機関は取

締役会、期末配当は株主総会であります。 
上記の方針に基づき、当期の中間配当は、前年同期より 2 円増配し 1 株あたり 24 円とさせていた

だきました。期末配当についても 2 円増配し 1 株あたり 24 円として、年間配当を 1 株あたり 48 円と

する予定であり、12 期連続の増配となります。 
なお、取締役会決議に基づき 180 万株の自己株式を取得しました。 
次期の剰余金の配当につきましては、１株あたり中間 27 円、期末 27 円で、年間配当 54 円を予定

しております。 
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２．経営方針 
 
（１）会社の経営の基本方針 

当社グループは「一人でも多くの方に笑顔を取りもどしていただくために、優れた医薬品の提供を

通じて患者さんのクオリティ・オブ・ライフの向上につとめる」を企業理念として、株主の皆様から

負託された企業活動を行うにあたり、経営の基本方針として次の三つの方針を掲げております。この

基本方針に則り、企業価値の最大化をはかり、ステークホルダーの信頼と期待に応えてまいります。 
① 患者さんと医療関係者のニーズに即した、有用な医薬品の創製・提供につとめる。 
② 医薬品企業としての社会的責任を自覚し、高い倫理観をもって企業活動を行い、社会から信頼され

る企業をめざす。 
③ 社員がその仕事に歓びと誇りをもち、活力あふれる存在感のある企業をめざす。 

  

（２）目標とする経営指標及び中長期的な会社の経営戦略 
当社グループは、今後の成長を目指して連結営業利益 200 億円を中期的な数値目標に設定しており

ます。今後も「21 世紀に存在感のある企業」として勝ち残るための基盤の強化に取り組んでまいりま

す。 
 

（３）会社の対処すべき課題 
当社グループは企業価値の最大化をめざし、社会から信頼される企業であり続けるため、次の課題に

取り組んでまいります。 

① 研究開発への重点投資 

研究開発面では、資源投入の集中と研究開発の効率化によりパイプラインの充実につとめるととも

に、国内外の企業・研究機関との共同研究や戦略的提携を行い、テーマの早期導出入をはかってまい

ります。 

また、基礎試験の社外委託、治験に関する外部受託機関の活用や、海外臨床試験及び国際共同治験

の実施を行うなど研究開発のスピードアップをはかってまいります。 
② 営業基盤の強化 

営業面では、医療現場のニーズに即した付加価値の高い情報提供を行い、地域密着型の営業展開を

行ってまいります。また、整形外科領域での地位を不動のものとすべく、シェア拡大をはかってまい

ります。後発医薬品につきましては、経営の柱のひとつとして積極的に取り組んでまいります。情報

提供の手段として、製品関連ウェブサイトやマスメディアなども活用してまいります。 
③ 業務の適正化と効率化を推進 

生産面では、設備投資の効率化、要員配置の最適化、品目、規格の見直しを進め、一層の原価率の

低減につとめてまいります。農業薬品につきましては、海外企業への生産委託を進めております。 
④ 環境保全の推進 

環境保全の推進は企業の社会的責任との認識の下、「環境委員会」を中心に全社的に取り組んでおり

ます。 
静岡事業所が ISO14001 の認証を取得しております。 
なお、当社ウェブサイトにおきまして「環境・社会報告書」を公開しております。 
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３．連結財務諸表 

 （１）連結貸借対照表 

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 9,710 9,644 

    受取手形及び売掛金 31,174 25,363 

    有価証券 7,210 7,812 

    商品及び製品 6,018 6,855 

    仕掛品 1,438 1,641 

    原材料及び貯蔵品 4,075 4,724 

    繰延税金資産 1,117 1,127 

    その他 1,241 1,333 

    貸倒引当金 △3 △2 

    流動資産合計 61,983 58,501 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物 39,846 40,014 

        減価償却累計額 △22,135 △23,244 

        建物及び構築物（純額） 17,710 16,770 

      機械装置及び運搬具 15,247 15,628 

        減価償却累計額 △12,656 △13,273 

        機械装置及び運搬具（純額） 2,591 2,355 

      工具、器具及び備品 6,652 6,707 

        減価償却累計額 △5,843 △5,994 

        工具、器具及び備品（純額） 809 712 

      土地 6,646 6,646 

      建設仮勘定 1,380 2,031 

      有形固定資産合計 29,138 28,516 

    無形固定資産 732 598 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 10,272 10,994 

      繰延税金資産 4,448 5,588 

      その他 2,335 2,265 

      貸倒引当金 △0 △0 

      投資その他の資産合計 17,057 18,848 

    固定資産合計 46,928 47,964 

  資産合計 108,911 106,465 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 16,367 13,713 

    短期借入金 8,390 4,195 

    未払金 4,642 3,590 

    未払費用 716 370 

    未払法人税等 2,616 3,628 

    賞与引当金 1,129 1,277 

    役員賞与引当金 84 78 

    返品調整引当金 22 18 

    売上割戻引当金 529 506 

    設備関係支払手形 202 154 

    その他 531 521 

    流動負債合計 35,232 28,056 

  固定負債     

    繰延税金負債 142 135 

    退職給付引当金 6,112 － 

    役員退職慰労引当金 5 3 

    退職給付に係る負債 － 9,493 

    その他 840 681 

    固定負債合計 7,100 10,312 

  負債合計 42,333 38,368 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 23,853 23,853 

    資本剰余金 11,587 11,587 

    利益剰余金 43,997 49,789 

    自己株式 △14,796 △17,656 

    株主資本合計 64,642 67,574 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 1,936 2,398 

    退職給付に係る調整累計額 － △1,876 

    その他の包括利益累計額合計 1,936 521 

  純資産合計 66,578 68,096 

負債純資産合計 108,911 106,465 
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 （２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 

     【連結損益計算書】 

                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成26年３月31日) 

売上高 87,054 88,946 

売上原価 44,961 45,169 

売上総利益 42,092 43,776 

返品調整引当金戻入額 － 3 

返品調整引当金繰入額 7 － 

差引売上総利益 42,085 43,780 

販売費及び一般管理費     

  給料 7,870 7,836 

  賞与及び賞与引当金繰入額 1,717 1,800 

  役員賞与引当金繰入額 84 78 

  退職給付費用 1,177 887 

  役員退職慰労引当金繰入額 17 1 

  研究開発費 6,302 7,045 

  減価償却費 297 271 

  その他 10,008 9,987 

  販売費及び一般管理費合計 27,474 27,907 

営業利益 14,611 15,872 

営業外収益     

  受取利息 11 8 

  受取配当金 141 191 

  その他 99 66 

  営業外収益合計 252 266 

営業外費用     

  支払利息 68 44 

  退職給付会計基準変更時差異の処理額 524 524 

  その他 19 48 

  営業外費用合計 612 618 

経常利益 14,250 15,521 

特別利益     

  投資有価証券売却益 31 － 

  その他 3 － 

  特別利益合計 35 － 

特別損失     

  固定資産除却損 102 24 

  その他 4 0 

  特別損失合計 107 25 

税金等調整前当期純利益 14,178 15,496 

法人税、住民税及び事業税 5,517 6,134 

法人税等調整額 △331 △373 

法人税等合計 5,186 5,761 

少数株主損益調整前当期純利益 8,991 9,735 

当期純利益 8,991 9,735 
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    【連結包括利益計算書】 

                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 8,991 9,735 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 1,385 462 

  その他の包括利益合計 1,385 462 

包括利益 10,377 10,197 

（内訳）     

  親会社株主に係る包括利益 10,377 10,197 
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 （３）連結株主資本等変動計算書 

          前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日) 

  

          当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日) 

(単位：百万円) 

  

株主資本 その他の包括利益累計額 

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 

株主資本 

合計 

その他 

有価証券 

評価差額金

退職給付 

に係る 

調整累計額 

その他の 

包括利益 

累計額合計 

当期首残高 23,853  11,587  38,672 △12,592 61,520 550 ― 550  62,071 

当期変動額      

剰余金の配当   △3,667 △3,667    △3,667 

当期純利益   8,991 8,991    8,991 

自己株式の取得   △2,204 △2,204    △2,204 

自己株式の処分  0  1 1    1 

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額) 
  1,385 ― 1,385  1,385 

当期変動額合計 ― 0  5,324 △2,203 3,121 1,385 ― 1,385  4,507 

当期末残高 23,853  11,587  43,997 △14,796 64,642 1,936 ― 1,936  66,578 
 

(単位：百万円) 

  

株主資本 その他の包括利益累計額 

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 

株主資本 

合計 

その他 

有価証券 

評価差額金

退職給付 

に係る 

調整累計額 

その他の 

包括利益 

累計額合計 

当期首残高 23,853  11,587  43,997 △14,796 64,642 1,936 ― 1,936  66,578 

当期変動額      

剰余金の配当   △3,942 △3,942    △3,942 

当期純利益   9,735 9,735    9,735 

自己株式の取得   △2,860 △2,860    △2,860 

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額) 
  462 △1,876 △1,414 △1,414 

当期変動額合計 ― ― 5,792 △2,860 2,932 462 △1,876 △1,414 1,518 

当期末残高 23,853  11,587  49,789 △17,656 67,574 2,398 △1,876 521  68,096 
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 （４）連結キャッシュ・フロー計算書 
                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成26年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前当期純利益 14,178 15,496 

  減価償却費 2,607 2,538 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 512 － 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 464 

  受取利息及び受取配当金 △152 △200 

  支払利息 68 44 

  投資有価証券売却損益（△は益） △31 － 

  有形固定資産除却損 102 24 

  売上債権の増減額（△は増加） 858 5,811 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △605 △1,690 

  仕入債務の増減額（△は減少） 35 △2,653 

  その他 389 △1,198 

  小計 17,961 18,637 

  利息及び配当金の受取額 152 200 

  利息の支払額 △65 △45 

  法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △6,318 △5,128 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 11,729 13,663 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有形固定資産の取得による支出 △3,845 △2,071 

  無形固定資産の取得による支出 △69 △55 

  投資有価証券の取得による支出 △1,813 △3 

  投資有価証券の売却による収入 148 － 

  その他 △1,213 △4 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △6,792 △2,135 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） － △4,195 

  自己株式の純増減額（△は増加） △2,202 △2,860 

  配当金の支払額 △3,664 △3,936 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △5,867 △10,992 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － － 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △930 536 

現金及び現金同等物の期首残高 17,851 16,920 

現金及び現金同等物の期末残高 16,920 17,457 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

 　　（継続企業の前提に関する注記）

　　 　該当事項はありません。

　 　（会計方針の変更）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基
準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成
24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、当連結会計年度末より適用し（ただし、退
職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付
債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上する方法に変更し、未認識数理
計算上の差異、未認識過去勤務費用及び会計基準変更時差異の未処理額を退職給付に係る負債に計上
しております。
　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って
おり、当連結会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係
る調整累計額に加減しております。
　この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債を9,493百万円計上しております。ま
た、その他の包括利益累計額が1,876百万円減少しております。
　なお、１株当たり情報に与える影響は当該箇所に記載しております。
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（セグメント情報等）

１．セグメント情報

（１）報告セグメントの概要

　　 当社グループの報告セグメントは、当社及び連結子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

　 あり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

　 のであります。

　　 当社グループは、医薬品、農業薬品の製造・販売及び不動産賃貸、ビルメンテナンス等の事業を営んでおり、

　業種別に事業に従事する経営スタイルを採用しております。また、各事業の運営は、事業ごとに主体的に行われ、

　包括的な事業戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　　 したがって、当社グループは、事業の運営を基礎とした業種別のセグメントから構成されており、「薬業」及び「不

　動産事業」の２つを報告セグメントとしております。

　　「薬業」は、医薬品、医療機器及び農業薬品の製造・販売を主とし、「不動産事業」は、文京グリーンコート関連の

　賃貸料を主としております。

（２）報告セグメントごとの売上高、利益、資産及びその他の項目の金額の算定方法

　　 報告セグメントの利益は、営業利益であり、セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいており

   ます。

　　 また、共用資産については、各報告セグメントに配分しておりませんが、関連する費用については、合理的な基

  準に基づき各報告セグメントに配分しております。

（３）報告セグメントごとの売上高、利益、資産及びその他の項目の金額に関する情報

　　前連結会計年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

    売     上     高

外部顧客への売上高 84,618 2,435 87,054 ― 87,054

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― 313 313 △ 313 ―

計 84,618 2,749 87,367 △ 313 87,054

　　セグメント利益 13,240 1,370 14,611 ― 14,611

　　セグメント資産 68,094 17,203 85,297 23,613 108,911

    その他の項目

減価償却費　（注）２ 2,054 625 2,680 ― 2,680

3,440 1,075 4,516 ― 4,516

（注）１．

２． 減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用が含まれております。

セグメント資産の調整額23,613百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、主に報告
セグメントに帰属しない余資運用資金であります。

有形固定資産及び無形固定資産の増
加額　（注）２

調整額
(百万円)
（注）１

連結財務諸
表計上額
(百万円)

不動産事業
（百万円） （百万円）

薬業 計
（百万円）

報告セグメント
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　　 当連結会計年度（自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日）

    売     上     高

外部顧客への売上高 86,483 2,463 88,946 ― 88,946

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― 317 317 △ 317 ―

計 86,483 2,780 89,263 △ 317 88,946

　　セグメント利益 14,427 1,445 15,872 ― 15,872

　　セグメント資産 64,662 16,615 81,277 25,188 106,465

    その他の項目

減価償却費　（注）２ 1,902 707 2,609 ― 2,609

1,781 60 1,842 ― 1,842

（注）１．

２． 減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用が含まれております。

有形固定資産及び無形固定資産の増
加額　（注）２

セグメント資産の調整額25,188百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、主に報告
セグメントに帰属しない余資運用資金であります。

報告セグメント
調整額
(百万円)
（注）１

連結財務諸
表計上額
(百万円)

薬業 不動産事業 計
（百万円）（百万円） （百万円）
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２．関連情報

前連結会計年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

 （１）製品及びサービスごとの情報

   セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 （２）地域ごとの情報

  　 ① 売上高

      本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

     ② 有形固定資産

      本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 （３）主要な顧客ごとの情報

　顧客の名称又は氏名 売上高 （百万円） 　　関連するセグメント名

アルフレッサ㈱ 14,338 薬業

㈱スズケン 13,763 薬業

㈱メディセオ 12,936 薬業

東邦薬品㈱ 8,912 薬業

当連結会計年度（自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日）

 （１）製品及びサービスごとの情報

   セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 （２）地域ごとの情報

  　 ① 売上高

      本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

     ② 有形固定資産

      本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 （３）主要な顧客ごとの情報

　顧客の名称又は氏名 売上高 （百万円） 　　関連するセグメント名

㈱スズケン 13,879 薬業

アルフレッサ㈱ 13,806 薬業

㈱メディセオ 13,140 薬業

東邦薬品㈱ 8,898 薬業

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

該当事項はありません。

４．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

該当事項はありません。

５．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり純資産額 771円10銭 805円89銭

１株当たり当期純利益金額 103円30銭 114円14銭

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２．「会計方針の変更」に記載のとおり、退職給付会計基準等を適用し、退職給付会計基準第37項に定める

　　　　　経過的な取扱いに従っております。

　　　　　この結果、当連結会計年度の１株当たり純資産額が、22円21銭減少しております。

　　　３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

当期純利益（百万円） 8,991 9,735

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る当期純利益（百万円） 8,991 9,735

普通株式の期中平均株式数（千株） 87,042 85,295

　　　４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

純資産の部の合計額（百万円） 66,578 68,096

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） － －

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 66,578 68,096

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数（千株）

86,341 84,498

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。

前連結会計年度 当連結会計年度

（平成25年３月31日） （平成26年３月31日）

前連結会計年度 当連結会計年度

（自 平成24年４月１日 （自 平成25年４月１日

    至 平成25年３月31日）     至 平成26年３月31日）

当連結会計年度

（自 平成25年４月１日

    至 平成26年３月31日）

前連結会計年度

（自 平成24年４月１日

    至 平成25年３月31日）
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４．その他

(役員の異動)

（１）代表者の異動（平成26年６月27日付　予定）

辞任する代表取締役

代表取締役会長 乾　四朗 （相談役就任予定）

（２）その他の役員の異動（平成26年６月27日付　予定）

① 新任取締役候補

社外取締役 榎本　英紀 （現　弁護士／石井・榎本総合法律事務所）

② 取締役（社内）への異動

取締役 関谷　和樹 （現　社外取締役）

③ 退任予定取締役

取締役 小島　進 （経営顧問就任予定）

（３）執行役員の異動（平成26年７月１日付　予定）

① 執行役員の再任（平成26年４月23日開催の取締役会）

執行役員 青木　巌 （現　法務部長）

執行役員 中村　賢一 （現　人事部長）

執行役員 横山　政明 （現　生産部門長、静岡工場長）

執行役員 高橋　昭 （現　薬制部門長、臨床開発部長）

執行役員 高橋　敏幸 （現　営業企画部長）

執行役員 渡邊　史弘 （現　総務部長）

② 執行役員の新任（平成26年４月23日開催の取締役会）

常務執行役員 千田　尚人 （現　研究開発本部長）

③ 執行役員の退任（平成26年４月23日開催の取締役会）

常務執行役員 野木森　克己 （経営顧問就任予定）
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